
になる話題
なになに？ へぇ～！

コクイチについて

　国道１号は日本橋から大阪までを結ぶ“日本の大動脈”で、藤枝市で生活している私たちも毎日のように使っている道
路です。旧東海道をルーツに持ち最も歴史ある国道の一つである「コクイチ」についてご紹介します。

　「国道」という言葉が使われたのは明治９（１８７６）年。道路の種類
を国道、県道、里道の３種類とし、それぞれ一等、二等、三等に分けま
した。
　９年後の明治１８（１８８５）年に国道の級別が廃止されて、東京～
横浜港を「国道一号」、東京～大阪港を「国道二号」、東京～神戸
港を「国道三号」としたのが「国道一号」の最初です。現在のコクイ
チに相当するルートは、当時の国道二号でした。
　その後、道路の整備や法律改正を経て、昭和２７（１９５２）年に東
京都中央区～大阪府大阪市北区間の765㎞が「一級国道１号」に、
昭和４０（１９６５）年には「一般国道１号」となりました。
　（ちなみに最も長い国道は鹿児島県鹿児島市～沖縄県那覇市を
結ぶ国道58号の881km。ただし、海上区間609kmを含みます。）

　現在藤枝市内を走るコクイチは「国道1号藤枝バ
イパス」と呼ばれる11.6kmの道路です。昭和56
（1981）年に広幡IC～野田IC間で日本道路公団
が管理する有料道路として開通し、平成17（2005）
年に国土交通省が管理する国道になりました。
　それによって藤枝市内にはコクイチバイパスと旧
コクイチの2つのコクイチがありましたが、旧コクイチ
は平成27（2015）年4月1日から静岡県へ移管され
県道381号島田岡部線になりました。

　国道1号藤枝バイパスは今『4車線化事業』の真っ最中です。渋滞の緩和による「地域経
済の発展」と「市街地での交通事故減少・医療機関への搬送時間短縮」を目的として、平成
19（2007）年3月から工事が始まりました。令和7（2025）年には新しい潮トンネルが供用開
始し、また今年度には広幡IC～薮田東IC間で4車線開通する予定だと公表されています。
　災害時の緊急輸送路としても期待されているコクイチに、これからもご期待ください！
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　当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。
　令和８年１月〜３月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。
※本調査は、建設業・製造業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率53.0％

【主要な表現について】

○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。

○ＤＩ値：( 増加・好転と回答した割合 ) － ( 減少・悪化と回答した割合 ）  悪化すればするほどＤＩ値は▲ ( マイナス ) になります。
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管内全産業の業況
前回（0）から多少改善。資材価格の高止まりや人手不足などの問題はいまだ変わらず。人手不足
による人員確保が難しく、受注機会があっても対応しきれないケースも見受けられます。
前回（▲ 54.2）から悪化。原材料費やエネルギーコストの高騰に加え、為替の影響など外部要因
に左右されやすい状況が続いています。受注の先行きについても不透明感が強く、生産計画に慎重
な姿勢が見られます。
前回（▲ 15.0）から大幅に悪化。仕入価格や物流コストの上昇が続いており、収益環境は依然と
して厳しい状況です。取引策の動向に左右されやすく、全体として利益確保の難しさが問題となっ
ています。
前回（▲ 36.8）から多少改善。物価高騰の影響による消費者の節約志向が定着し、必要なものを
選んで購入する傾向が強まっています。一方で、インバウンドやイベント需要など一部に明るい動
きも見受けられます。
前回（▲ 7.4）から改善。観光需要の持ち直しを背景に、売り上げ面では改善の兆しが見られる業
種もある一方、人手不足や人件費の上昇が課題となっています。特に対人サービスは人材確保が直
結の問題となり、需要があっても十分に取り組めない状況も見受けられます。

◆ 経営環境の特徴
調査全体では、依然として厳しい経営環境が続く中、業種ごとに回復の度合いに差が見られました。原材料費やエネルギー
価格の高止まり、人手不足の影響は引き続き大きく、十分な価格転嫁が難しい状況が続いています。また、物価上昇を背景
とした消費者の節約志向も根強く、需要の回復にはばらつきが見られます。
◆ 総括
今回の結果からは、全体として景況感は厳しさが残るものの、一部では持ち直しの動きも見られました。一方で、コスト増
加と人材確保の課題は依然として重く、収益環境の改善には至っていません。先行きについては不透明感が強く、引き続き
慎重な経営判断が求められる状況です。

※この調査は AI にて分析しております。

建設業（4.5）　：

製造業（▲ 55.6）：

卸売業（▲ 30.0） ：

小売業（▲ 22.2）：

サ ー ビ ス 業 （0）：

景気動向調査


